音楽をつくろう！　　４．「コード進行をもとにメロディ・ラインをつくろう」
○前回つくったリズム・パート（8小節）を確認する。

○コード進行をもとにメロディ・ラインをつくる（8小節）。 

○パソコンのキーボードを使って入力できる場合はリズムに合わせて弾いて入力する。 

○コード進行とメロディ・ラインが合っているか隣同士で試聴し、確認する。

○他の人に試聴してもらうことによって適宜修正を加える。 

※注意事項として

①広い音域を使わない
②離れた音を使わない
③構成音だけではなく、それ以外の音も適当に交える
④リズムパートと同じ音色を使わない　　など。

※既存の曲を使う場合は、著作権法に問題ないようにする。

　　（公表したりする場合は、著作者の死後50年経っているものを利用する。）　

◎発展学習

1つ1つの音に対して長さ・大きさの設定、また全体の音色、曲の速さの設定や変更などを行う。
音楽を作る立場となって、著作権を保護する意義について考える。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑真ん中のド（C4）　

上図のように、左から順にF3、G3、A3、B3、C4、D4、E4、F4、G4、A4、B4、C5、D5、E5
などと表す（ノート・ナンバー）。　　　　

　　　ト音記号の楽譜表示する一番低いド（真ん中のド）をC4とする。
　　　MIDI規格ではC-2～G8の全音域を、トランスポーズ機能（上下に音域を動かす）を使うことで
扱うことができる。　　→音（音階）の指定をする。
全体の音の大きさ・・・VOL（ボリューム）0～127の数値で調整する。
1つ1つの音の大きさ（強さ）・・・VEL（ヴェロシティ）0～127の数値で設定する
（※休符はVELを0で設定する）。
音色の指定・・・同じ音色にならないように設定をする（音色もしくは音色番号を設定する）。

音の長さ・・・GT（ゲート）を0～100の数値（通常は80）で設定する。

　　　　　　　　100にすると次の音と重なり（スラーに似たような効果）、

　　　　　　　　50、30などにすると1音1音を切り離して短くなる（スタッカート）。　　

曲の速さ・・・テンポ　♪＝120の場合は120と数値を設定する。

エクスプレッション・・・全体の音の大きさを0～127の数値で設定する。

　　　　　　　　　　　　　 主にクレッシェンド（次第に強く）、デクレッシェンド（次第に弱く）などに使う。
その他、補足説明：エフェクト効果について（発展学習）
　　　　　　　リバーブ（広いホールなどでのエコー、残響音）

ディレイ（1回の音が、時間差で複数回鳴るエコー、山びこ）

　　　　　　　コーラス（音の広がり、厚みを加える）
コンプレッサー（任意の割合で音量を圧縮）など 使って仕上げる。
※音楽を完成させるには1つ1つの音、全体の音など細かく設定するために膨大な時間を要する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜実習＞前回つくった（8小節の）リズム・パート（コード進行）をもとにメロディ・ラインをつくろう。

（既存の曲を利用する場合は著作権を十分配慮して行うこと。）

＜発展学習＞メロディ・ラインの1つ1つの音に対して長さ・大きさの設定をしてみよう。また全体の音色、曲の速さの変更をしてみよう。

＜発展学習＞音楽をつくる（著作者の）立場になって、著作権を保護する理由について考えてみよう。
※音楽著作権については以下のwebページで確認をすること。
警視庁　著作権の侵害に注意　http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/haiteku/haiteku/haiteku46.htm

JASRAC　ジャスラックパーク　http://www.jasrac.or.jp/park/inschool/

社会法人　日本レコード協会　http://www.riaj.or.jp/lovemusic/music2

save our music！(Sony Music) http://www.sme.co.jp/savemusic/
